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＜背景・目的＞ 

 spinel構造をとり 57Kで Ferri磁性転移をする V酸

化物Mn(V0.9Al0.1)2O4は、Ferri磁性相において 1.56eV

の pump 光を照射することにより、pump 光照射直後

にMottギャップがつぶれ、その 40ps後にスピン整列

が融解して Mott 励起が高エネルギー側にシフトする

ことが確認されている[1]。本研究では spinel 構造を

とり 170K で Ferri 磁性転移をする CoV2O4、および

pyrochlore 構造をとり 70K で強磁性転移をする

Yb2V2O7についてフェムト秒反射型 pump-probe 分光

測定を行い、それぞれの光誘起ダイナミクスを明ら

かにすることにより、Mott 絶縁体における磁性の光

誘起ダイナミクスに対する効果を調べた。 

 

＜実験方法＞ 

光源は Ti:sapphire再生増幅システムレーザーであり、

その中心波長は 795nm（1.56eV）、パルス幅は 130fs

である。pump光の波長は 1.56eV、強度は 2.8mJ/cm
2、

probe 光は自己位相変調効果を利用して得た白色光

(0.9eV～3.1eV)を用いた。光学系に光学遅延回路を組

み込むことにより、ある波長での反射率の時間変化

および、ある遅延時間における反射率変化の波長依

存性を測定した。 

 

＜実験結果・考察＞ 

 ここでは Yb2V2O7の結果について考察する。 

 図 1 に Yb2V2O7の常磁性相(T=90K>TC)と強磁性相

(T=10K<TC)における光照射後 0.6ps、200ps でのそれ

ぞれの反射率変化スペクトルを示す。図 1 より、常

磁性相に pump 光を照射すると、0.6ps 後には 1.2eV

付近の Mott ギャップがつぶれ、200ps 後にはつぶれ

た Mott ギャップが回復することが分かった。一方、

強磁性相では 0.6ps後にMottギャップがつぶれるが、

200ps 後には Mott 遷移のピークが高エネルギー側へ

シフトすることが分かった。図 2に、200ps後のスペ

クトルと、常磁性相と強磁性相の反射率の差分スペ

クトルを示す。この結果より、200ps後におけるMott

遷移のピークのシフトは、強磁性相のスピン整列が

融解したことによるものと考えられる。 

 図 3に Yb2V2O7とMn(V0.9Al0.1)2O4の 10Kにおける

反射率の時間変化を示す。反射率の時間変化はいず

れも緩和的な振る舞いを示すが、緩和時間が Yb2V2O7

では 40ps、Mn(V0.9Al0.1)2O4では 4ps と大きく異なる

ことが分かった。緩和時間が異なる理由として、結

晶構造の違いに由来する結晶磁気異方性の違い[2]の 

 他に、強磁性のスピン整列をこわす相互作用はスピ

ン軌道相互作用のみであるが、Ferri 磁性ではよりエ

ネルギーの大きな超交換相互作用が使える、という

ことが考えられる。 
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図 1 Yb2V2O7の反射率変化スペクトル 
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図 2 10K 200ps後のスペクトルと、常磁性相と強磁

性相の反射率の差分スペクトルの比較 
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図 3 10Kでの反射率の時間変化 
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